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■システムの操作で困ったときは・・・ 

本書では、今回のバージョンアップに伴う追加・変更点の概要を解説しています。 
より詳細なシステムの操作方法は、マニュアルや Q&A をご活用ください。 

【トップページ画面から】 
 
 
 
 
 
 

【各操作画面から】 
 
 
 
 
 
 
 

マニュアルと Q&A をクリック。 

該当ページに関連する 

Q&A 一覧が表示されます。 

画面右上の関連 Q&A をクリック。 

クリックすることでマニュアルが表示さ

れます。 
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 バージョンアップ後の作業 

Ⅰバージョンアップ後の作業 

 バージョンアップ後のシステム運用を開始する前に、以下の作業が必要です。 

※必要な作業が未実施の場合、請求データが誤った内容で作成される可能性があります。 

 
 

作業 
バージョンアップ前に作成した「令和 03 年 04 月」以降の 
利用票・提供票を見直す 

 ［利用者一覧］－［利用票・提供票］ 

バージョンアップ前に作成した 4 月以降の利用票・提供票に、「通所介護（地域密着含む）の個別機能訓

練加算Ⅱ」が複数回設定されている場合、以下の手順で再登録を行います。 

※「個別機能訓練加算Ⅱ」が存在しない場合や、同一利用者・同一年月に対して設定されている

「個別機能訓練加算Ⅱ」が 1 回の場合は、本作業は不要です。 

 

【操作方法】 4 月以降の利用票・提供票の「個別機能訓練加算Ⅱ」を再登録する 

① ［利用者一覧］画面で対象者を選択し、利用票・提供票をクリックします。 

② 4 月以降の［利用票・提供票］画面で、設定済みの「個別機能訓練加算Ⅱ」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 画面左側の「サービス選択」欄で、「個別機能訓練加算Ⅱ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「加算・減算」での絞り込み検索を

おすすめします。 
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 バージョンアップ後の作業 

 

④ 提供時間を設定します（任意）。 

⑤ 必要に応じて内容を見直したうえで設定ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ［利用票・提供票］画面で登録ボタンをクリックします。 

 

バージョンアップ後の作業は以上です。以降は、通常どおりのシステム操作で利用票・提供票を作成します。 

 

 
 
本作業が未実施の場合、誤った単位数で請求データが作成される可能性が 
あります。 

「個別機能訓練加算Ⅱ」の単位数は「1 月あたり 20 単位」ですが、バージョンアップ前は「1 回あたり

20 単位」として単位数が計算されていました（※）。 

今回のバージョンアップで、「1 月あたり 20 単位」として正しく計算されるようになりました。 

しかしながら、バージョンアップ前に登録済みの「個別機能訓練算Ⅱ」については「1 回あたり 20 単

位」のまま保持されています。必ず本作業を実施し、単位数を更新してください。 
（未実施の場合、「1 回あたり 20 単位」として請求データが作成されてしまいます。） 
 
※3 月下旬のシステムバージョンアップ時点で国保中央会から公開されていた「単位数マスタ」に、「1 回あたり 20
単位」と設定されていたことによるものです。 
なお、最新版の「単位数マスタ」では「1 月あたり 20 単位」に修正されています。 
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 バージョンアップに伴う追加・変更点 

Ⅱバージョンアップに伴う追加・変更点 

 今回のバージョンアップでは介護報酬改定に伴う対応および機能改善対応が行われました。 

 

令和 3 年度 介護報酬改定対応 
 

令和 3 年度介護報酬改定に伴う対応が行われました。 

No. メニュー名 追加・変更点 詳細 

1 ［利用者一覧］ 
－［利用票・提供票］ 

サービス利用票別表に追加された｢給付管理単位数｣列の出力対

応が行われました。 6 ページ 

2 
［国保連請求］ 
－［給付管理票  様式

11］ 

サービス提供年月｢令和 03 年 04 月｣以降の給付管理票が作成 
できるようになりました。 7 ページ 

3 
［国保連請求］ 
－［介護給付費明細書 

様式 7・7 の 2・7 の 3］ 

■サービス提供年月｢令和 03 年 04 月｣以降の介護給付費明細書、

総合事業費明細書が作成できるようになりました。 

■「要介護 1～5」の利用者の総合事業費明細書（様式 7-3）が 
作成できるようになりました。 

8 ページ 

4 
［国保連請求］ 
－［給付管理票総括・請

求書］ 

サービス提供年月「令和 03 年 04 月」以降について、改定後の内

容で給付管理票総括および介護給付費請求書を作成できるように

なりました。 
― 

5 ［国保連請求］－［請求

CSV 作成国保連用］ 
改定後の内容で、国保連に提出する CSV データが作成できるよう

になりました。 ― 

6 ［データ出力］ 改正後の内容で、集計資料を出力できるようになりました。 ― 
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 バージョンアップに伴う追加・変更点 

  ［利用者一覧］－［利用票・提供票］ 

  

 
 サービス利用票別表、提供票別表に追加された｢給付管理単位数｣列の出力対応が行われ

ました。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
「給付管理単位数」列に表示される内容 

追加された「給付管理単位数」には、下記の内容が表示されます。 

ケース 表示内容 
対象の別表内に、「特例対象サービス」

（※）が存在しない 空欄で表示される。 

対象の別表内に、 
「特例対象サービス」

（※）が存在する 

特例対象以外の 
サービスコード 「サービス単位／金額」と同じ単位数が表示される。 

特例対象の 
サービスコード 

通常規模型等をもとにした単位数（給付額管理に 
用いる単位数）が表示される。 

※特例対象サービス 

対象サービス 給付管理の方法 

15:通所介護／16:通所リハビリ 

大規模型事業所を 
利用する利用者 

大規模型事業所を利用する利用者の給付額管理については、通常規模

型の利用者との公平性の観点から、通常規模型の単位数を用いる。 

73:小規模多機能／75:予防小規模多機能／77:看護小規模多機能 

同一建物減算を 
適用する利用者 

同一建物減算の適用を受ける利用者の給付額管理については、当該算

定を行う利用者と、同一建物に居住する者以外の者に対して行う場合の

単位数を算定する利用者との公平性の観点から、同一建物減算を適用

しない場合の単位数を用いる。 
   

「給付管理単位数」列が追加されました。 
表示される内容は下記「メモ」参照。 



 

7 

 バージョンアップに伴う追加・変更点 

  ［国保連請求］－［給付管理票 様式 11］ 

  

  サービス提供年月｢令和 03 年 04 月｣以降の給付管理票が作成できるようになりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「給付管理単位数 0」欄が追加されました。 

給付計画単位数が「0 単位」の給付管理票を国保連に提出する 
場合（※）、本欄にチェックを付けて給付管理票を作成してください。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、当初ケアプランで予定さ

れていたサービス利用がなくなった等の場合に、給付計画単位数

を 0 単位とした給付管理票および居宅介護支援介護給付費明細

書を併せて提出することとされています。 

作成される給付管理票（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改定後のサービスコード・単位数で 
請求データが作成できるようになりました。 
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 バージョンアップに伴う追加・変更点 

  ［国保連請求］－［介護給付費明細書 様式 7 ・ 7 の 2 ・ 7 の 3］ 

  

 
 サービス提供年月｢令和 03 年 04 月｣以降の介護給付費明細書、総合事業費明細書が 

作成できるようになりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

■新設された加算を設定するためのチェック欄が追加されました。 

給付区分 追加項目 説明 

介護 通院時 
情報連携 

通院時情報連携加算を算定する場合に 
チェック。 

予防 
総合事業 委託連携 委託連携加算を算定する場合にチェック。 

 
■「小規模多機能型居宅介護事業所連携加算」「看護小規模多機能型居宅介護

事業所連携加算」の廃止に伴い、当該加算のチェック欄が非表示になりました。 

■改定後のサービスコード・単位数で請求データが作成できるようになりました。 

■［契約事業所マスタ］で「情報通信機器等の活用体制：あり」と設定している

場合、｢居宅介護支援費Ⅱ｣で算定されるようになりました。 

■新設｢令和 3 年 9 月 30 日までの上乗せ分｣に関する対応が行われました。 
詳細は次ページ参照。 

■「情報通信機器等の活用体制」「医療介護連携体制強化加算」欄が追加 
されました。 
［契約事業所マスタ］に登録された自事業所の情報が表示されます。 
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 バージョンアップに伴う追加・変更点 

 
 

 
加算「令和 3 年 9 月 30 日までの上乗せ分」について 

■介護（様式 7）、予防（7 の 2）の場合 
サービス提供年月「令和 03 年 04 月」～「令和 03 年 09 月」の介護給付費明細書を作成すると、 
自動的に「令和 3 年 9 月 30 日までの上乗せ分」が算定されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※加算「令和 3 年 9 月 30 日までの上乗せ分」とは 
令和 3 年度改定で示された「新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的な評価として、全てのサービ

スについて令和 3 年 9 月末までの間、基本報酬に 0.1％上乗せする」こととされている加算の名称です。 

 

■総合事業（7 の 3）の場合 
「令和 3 年 9 月 30 日までの上乗せ分」は、自動では算定されません。 
他の加算同様、介護給付費明細書を作成後に、編集ボタンから開く画面で追加してください。 

 
 
 
 
  

加算｢令和 3 年 9 月 30 日までの上乗せ分｣が自動追加されます。 

単位数／サービス単位数： 
本体報酬を含むサービスコードの単位数×0.1％ 
（小数点以下四捨五入。１単位未満となる場合は切り上げ） 
例｜1,184 × 0.001＝1.184 ⇒1 単位 

回数:1 （固定） 
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 バージョンアップに伴う追加・変更点 

 
 様式 7-3 について、「要介護 1～5」の利用者の総合事業費明細書（様式 7-3）を作成できる

ようになりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［利用者追加］画面に「要介護者」タブが追加されました。 

要介護 1～5 の利用者の総合事業費明細書を作成する場合は、対象者を選択し、 
登録ボタンをクリックしてください。 

《「要介護者」タブに表示される利用者の条件》 
□対象年月の月末時点の要介護度が「要介護 1」～「要介護 5」 
□対象年月の利用票・提供票が以下のいずれか 
・未作成 
・作成中 
・確定済みかつ保険外サービス、限度管理外サービスのみが位置付けられている 

□対象年月の給付管理票および介護給付費明細書（様式 7、7-2）が未作成 
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 バージョンアップに伴う追加・変更点 

機能改善対応 
 

以下の機能で改善対応が行われました。 
 

  ［利用者一覧］－［利用票・提供票］  

  

 
 サービス提供年月「令和 03 年 04 月」以降、療養通所介護の基本報酬を日割で設定できる

ようになりました。 
 

  4 月以降、療養通所介護が基本報酬が月単位の包括報酬になったことに伴う変更点です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ［マスタ管理］－［総合事業マスタ］ 

  

 

 「実施区分：要介護 1～5」が未設定（空欄）の「単位数表マスタＣＳＶ」についても、システム

に取り込めるようになりました。 
※従来はエラーになって取り込めませんでした。 

 

  操作方法に変更はありません。 
 

日割のサービスコード・単位数を登録できるように

なりました。 

※日割サービスの操作方法は、ログイン後の画面

の「マニュアルと Q&A」内「居宅介護支援ユーザ

ガイド」を参照ください。 
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